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【平成27年度】上牧町まちづくり基本条例による
取組状況及び評価について
●町民ひろば
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いっしょに
健康寿命を延ばしませんか。



2広報かんまき　平成 28（2016）年 6月号

特集

上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
抜
す
い
）

（
取
り
組
み
状
況
の
評
価
）

第
37
条
　
町
は
、
毎
年
定
期
的
に
こ
の
条

例
の
取
り
組
み
状
況
を
評
価
し
、
そ
の
結

果
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
町
職
員
の
責
務
及
び
行
政
組
織
の
編
成

● 

平
成
27
年
5
月
20
日
に
政
策
調
整
課
主

催
の
平
成
27
年
度
新
規
採
用
職
員
に
対

す
る
研
修
に
際
し
て
、
上
牧
町
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
制
定
の
経
緯
、
主
旨
、

理
念
及
び
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

● 

上
牧
町
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
同
宣
誓
書
に

上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
遵
守

す
る
旨
の
記
述
を
追
加
し
ま
し
た
。

● 

縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
解
消
す
べ
く
、

部
局
横
断
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、「
上

牧
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
上
牧
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
策
定

の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
役
場
職
員
の
う

ち
若
手
お
よ
び
中
堅
に
属
す
る
職
員
で

構
成
す
る
若
手
職
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
、
平
成
27
年
10
月
21
日
と
11
月
13
日

の
２
回
開
催
し
、議
論
を
行
い
ま
し
た
。

成
果
・
課
題

　
本
町
の
最
高
規
範
た
る
上
牧
町
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
の
遵
守
義
務
に
関
す
る
動

機
づ
け
を
新
規
採
用
職
員
に
対
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
、
意
義
の
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
町
民
の
参
画
、
協
働
を
基
本
と
し
た
政

策
を
推
進
し
て
い
く
う
え
に
お
い
て
は
、

す
べ
て
の
職
員
が
共
通
理
解
の
も
と
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。「
参
画
・
協
働
」に
対
す
る
意
識
は
、

一
定
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

職
員
研
修
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
職
員
の

意
識
改
革
を
継
続
し
て
行
い
、
町
民
意
識

の
変
革
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
す
。

【平成２７年度】
上牧町まちづくり基本条例による
取組状況及び評価について

　平成２６年４月１日に施行した上牧町まちづくり基本
条例第３７条の規定による平成２７年度における取組状
況及び評価については、次のとおりです。
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町
民
ひ
ろ
ば

特
集

上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
抜
す
い
）

（
町
職
員
の
責
務
）

第
14
条
　
町
職
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
公
正
で
誠

実
か
つ
効
果
的
に
職
務
に
専
念
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
　
町
職
員
は
、
常
に
公
務
員
と
し
て
職

務
に
必
要
な
知
識
、
技
能
の
向
上
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
組
織
の
編
成
）

第
16
条
　
町
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
、町
民
に
分
か
り
や
す
く
機
能
的
で
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ

う
組
織
づ
く
り
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

２
　
町
は
、
職
員
の
適
切
な
任
用
及
び
効

果
的
な
人
員
配
置
を
図
る
も
の
と
し
ま

す
。

３
　
町
の
組
織
は
、
状
況
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
な
く

す
う
え
に
お
い
て
も
相
互
の
連
携
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
審
議
会
等
に
お
け
る
公
募
に
よ
る
町
民

の
任
用
に
つ
い
て

「
上
牧
町
審
議
会
等
の
設
置
及
び
運
営
に

関
す
る
規
則
」
の
運
用
状
況
と
し
て
、
各

計
画
策
定
の
際
の
審
議
会
等
に
、
公
募
に

よ
る
町
民
任
用
を
実
施
し
て
お
り
、
適
切

に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※ 

平
成
27
年
度
の
運
用
状
況 

（
１
）
上
牧
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員

の
公
募
【
福
祉
課
】

平
成
27
年
６
月
２
日
か
ら
６
月
24
日

20
歳
以
上
の
町
内
在
住
者
：
２
名

（
２
）
上
牧
町
総
合
計
画
審
議
会
委
員
の

公
募
【
政
策
調
整
課
】

平
成
27
年
６
月
29
日
か
ら
７
月
15
日
　
町

内
在
住
者
の
か
た
で
20
歳
代
：
２
名
、
30

歳
代
：
２
名
、
40
歳
代
：
１
名
、
50
歳
代
：

１
名
、
60
歳
代
：
１
名
：
計
７
名

（
３
）
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
方
版

総
合
戦
略
審
議
会
委
員
の
公
募
【
政
策
調

整
課
】

平
成
27
年
６
月
29
日
か
ら
７
月
15
日
　
町

内
在
住
者
の
か
た
で
20
歳
代
：
２
名
、
30

歳
代
：
２
名
、
40
歳
代
：
１
名
、
50
歳
代
：

１
名
、
60
歳
代
：
１
名
：
計
７
名

（
４
）
上
牧
町
介
護
保
険
事
業
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
の
公
募
【
生
き

活
き
対
策
課
】

平
成
27
年
９
月
28
日
か
ら
10
月
９
日
　
40

歳
か
ら
64
歳
の
町
内
在
住
介
護
保
険
第
２

号
被
保
険
者
：
２
名
、
65
歳
以
上
の
町
内

在
住
介
護
保
険
第
1
号
被
保
険
者
：
２
名

成
果
・
課
題

　
審
議
会
な
ど
の
会
議
開
催
の
事
前
周

知
、
会
議
傍
聴
、
議
事
録
の
公
開
は
、
徹

底
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。町
民
か
ら
の
委
員
募
集
に
際
し
て
は
、

募
集
に
応
じ
て
い
た
だ
け
る
か
た
の
数
が

少
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、

当
該
委
員
と
し
て
応
募
い
た
だ
い
た
か
た

に
も
「
年
齢
」
や
「
住
所
」
に
お
い
て
ば

ら
つ
き
が
生
じ
て
お
り
、
広
く
町
民
の
意

向
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
目
的
達

成
の
た
め
に
は
、募
集
の
段
階
に
お
い
て
、

「
年
齢
」「
性
別
」「
住
所
」
な
ど
の
属
性

ご
と
の
定
数
を
定
め
て
行
う
こ
と
も
検
討

す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
平
成
27

年
度
は
、上
牧
町
総
合
計
画
審
議
会
委
員
、

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
方
版
総
合
戦

略
審
議
会
委
員
の
募
集
段
階
に
お
い
て
、

年
齢
要
件
を
設
定
の
う
え
行
い
、
あ
る
一

定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
抜
す
い
）

（
審
議
会
等
）

第
33
条
　
町
は
、町
が
設
置
す
る
審
議
会
そ
の

他
の
附
属
機
関(

以
下
「
審
議
会
等
」と
い
い

ま
す
。)

の
委
員
を
選
任
す
る
場
合
は
、原
則
と

し
て
町
民
か
ら
の
公
募
を
含
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

２
　
町
は
、審
議
会
等
の
会
議
及
び
議
事
録
は

公
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
　
町
は
、審
議
会
等
の
開
催
の
日
時
及
び
場

所
、審
議
項
目
な
ど
を
、事
前
に
広
報
紙
等
に

よ
り
町
民
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、非
公
開
の
場
合
は
、そ
の
理
由
及
び

根
拠
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

● 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
は
、
各
種
計
画
策
定
の
際
に
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、

適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※ 

平
成
27
年
度
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
実
施
状
況

（
１
）
上
牧
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
上
牧

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
素
案
）【
政
策
調
整
課
】

平
成
28
年
２
月
１
日
か
ら
２
月
15
日

（
２
）上
牧
町
地
域
福
祉
計
画(

素
案)

【
福
祉
課
】

平
成
28
年
２
月
15
日
か
ら
２
月
29
日

町の実情について話し合う町民ワークショップ
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特集
● 
上
牧
町
総
合
計
画
策
定
に
伴
う
町
民

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
の
実
施

　
上
牧
町
総
合
計
画
素
案
づ
く
り
に
際
し

て
、
町
民
目
線
で
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、

町
の
実
情
と
向
き
合
う
機
会
と
し
て
、
町

民
と
町
職
員
な
ど
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
会

議
を
４
回
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
本
町
の

将
来
を
見
据
え
、
幅
広
い
意
見
を
出
し
て

も
ら
い
、
本
町
が
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
将

来
像
を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

※ 

開
催
及
び
参
加
状
況

第
１
回
　
平
成
27
年
11
月
21
日
　
町
民
24

名（
住
民
６
名
、
学
識
経
験
者
１
名
、　
大

学
生
９
名
、
町
職
員
８
名
）

第
２
回
　
平
成
27
年
12
月
19
日
　
町
民
27

名（
住
民
７
名
、
学
識
経
験
者
１
名
、　
大

学
生
11
名
、
町
職
員
８
名
）

第
３
回
　
平
成
28
年
１
月
23
日
　 

町
民

25
名（
住
民
７
名
、
学
識
経
験
者
１
名
、

大
学
生
10
名
、
町
職
員
７
名
）

第
４
回
　
平
成
28
年
２
月
20
日
　 

町
民

16
名（
住
民
６
名
、
学
識
経
験
者
１
名
、

大
学
生
６
名
、
町
職
員
３
名
）

●
災
害
図
上
訓
練
の
実
施

　
地
域
住
民
の
か
た
が
た
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
災
害
危
険
性
を
把
握
し
、
地
震
災

害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
と
よ
い
か
を
、
訓
練
参
加
者
が
地
図

を
囲
み
な
が
ら
議
論
し
、気
づ
き
を
得
て
、

そ
の
情
報
を
地
域
全
体
で
共
有
し
、
防
災

意
識
を
高
め
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
災
害
図
上
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

※ 

開
催
及
び
参
加
状
況  

　
平
成
27
年
10
月
22
日
　
　
21
自
治
会
、

町
民
49
名   

成
果
・
課
題

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
お
い
て

は
、
上
牧
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
上
牧
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
素

案
）に
３
件
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
見
提
出
件
数
の
多
寡
が
直
接
的
な
問
題

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
案
件

に
対
す
る
関
心
が
一
般
的
に
低
い
こ
と
が

意
見
の
少
な
さ
に
表
れ
て
い
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
、
当
該
手
続
に
関
す
る
情

報
に
つ
い
て
も
改
善
の
余
地
は
あ
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
周
知
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
町
民
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
参
画
機
会
が
増

加
し
て
お
り
、
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
抜
す
い
）

（
執
行
機
関
の
責
務
）

第
13
条
　
執
行
機
関
は
、
そ
の
権
限
と
責

任
に
お
い
て
、
公
正
で
誠
実
か
つ
迅
速
に

職
務
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
　
執
行
機
関
は
、
町
民
と
協
働
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
多
様
な
参

画
制
度
を
設
け
、
町
民
の
参
画
の
機
会
を

保
障
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
広
域
連
携
な
ど

　
奈
良
県
立
大
学
と
上
牧
町
の
包
括
的
連

携
協
定

　
今
後
、
急
激
な
人
口
の
減
少
と
高
齢
化

が
予
想
さ
れ
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
町

民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
に
対
し
、
地
域
性

を
活
か
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
専
門
的

知
見
を
有
す
る
大
学
研
究
機
関
と
連
携

し
、
事
業
の
立
案
・
実
施
・
評
価
・
改
善

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
か
つ
必
要
で
あ
り
、
上
牧
町
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
目
的
と
定
め
ま
し

た
町
民
、
議
会
及
び
執
行
機
関
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
し
、
互
い
に
協
働
し

て
、
町
民
を
主
体
と
し
た
自
治
に
基
づ
く

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現

の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
奈
良

県
立
大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

※
連
携
事
業

（
１
）
上
牧
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
上
牧

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

策
定
へ
の
協
力

（
２
）
上
牧
町
総
合
計
画
策
定
へ
の
協
力

（
３
）
上
牧
町
主
催
イ
ベ
ン
ト（
ペ
ガ
サ
ス

フ
ェ
ス
タ)

へ
の
協
力

（
４
）
滝
川
に
お
け
る
清
ら
か
な
水
辺
の

創
造
計
画
へ
の
協
力

（
５
）
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
試
験
実

施
）

成
果
・
課
題

　
奈
良
県
立
大
学
と
上
牧
町
の
包
括
的
連

携
協
定
に
お
い
て
は
、
多
様
化
・
高
度
化

す
る
町
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
に
対
し
、

地
域
性
を
活
か
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
住
み

地域防災について議論する災害図上訓練
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町
民
ひ
ろ
ば

特
集

MOSAIC PLAZA

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

特集
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
専
門

的
知
見
を
有
す
る
奈
良
県
立
大
学
と
協
定

を
結
び
、
上
牧
町
総
合
計
画
策
定
や
滝
川

に
お
け
る
清
ら
か
な
水
辺
の
創
造
計
画
等

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
多
様
な
視
点
か

ら
の
助
言
や
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
良
い
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ま

す
。

　
上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、
本

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
原
則
を

総
合
的
に
規
定
す
る
最
も
重
視
す
べ
き
最

高
規
範
性
を
有
す
る
条
例
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
存
の
条
例
な
ど

と
本
基
本
条
例
と
の
整
合
性
を
図
り
ま
し

た
。

成
果
・
課
題

　
上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
施
行
前

に
整
合
性
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
ま
し

た
が
、
再
度
整
合
性
を
確
認
し
、
既
存
の

条
例
な
ど
と
本
基
本
条
例
が
、
整
合
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
抜
す
い
）

（
最
高
規
範
性
）

第
４
条
　
こ
の
条
例
は
、
上
牧
町
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
最
高
規
範
で
あ
り
、
町

は
、
他
の
条
例
、
規
則
等
の
制
定
改
廃
及

び
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
条
例
の
趣

旨
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
こ
の
条
例
と
の

整
合
性
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
　
町
は
、
こ
の
条
例
に
定
め
る
内
容
に

即
し
て
、
他
の
条
例
、
規
則
等
の
体
系
化

を
図
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
計
画

の
体
系
化
と
制
度
の
整
備
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑥
選
挙
公
報
の
発
行  

　｢

上
牧
町
議
会
議
員
及
び
上
牧
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す

る
条
例｣

を
制
定
【
平
成
26
年
９
月
29
日

施
行
】
し
、
平
成
27
年
４
月
26
日
執
行
の

上
牧
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
選
挙
公
報
を

発
行
し
ま
し
た
。

成
果
・
課
題

　
有
権
者
た
る
町
民
に
と
っ
て
、
町
政
に

関
す
る
候
補
者
の
考
え
や
公
約
は
、
重
要

な
情
報
で
あ
り
、
こ
の
度
の
上
牧
町
議
会

議
員
選
挙
か
ら
選
挙
公
報
が
、
初
め
て
発

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
民
が
候
補
者

を
選
定
す
る
際
の
参
考
に
な
り
、
投
票
率

が
前
回
の
選
挙
よ
り
４
．
９
３
％
上
昇

し
、５
２
．
５
１
％
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

町
民
の
関
心
が
向
上
し
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
抜
す
い
）

（
選
挙
公
報
等
）

第
31
条
　
町
長
及
び
町
議
会
議
員
の
立
候

補
者
は
、
選
挙
に
あ
た
り
、
町
政
に
関
す

る
自
ら
の
考
え
を
公
約
と
し
て
住
民
に
示

す
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
　
町
は
、
前
項
に
示
す
町
長
及
び
町
議

会
議
員
の
選
挙
に
あ
た
り
、
候
補
者
の
氏

名
、
経
歴
、
公
約
等
を
掲
載
し
た
選
挙
公

報
を
、
選
挙
ご
と
に
発
行
す
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
　
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
詳
細
に

つ
い
て
は
別
途
定
め
ま
す
。

上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
抜
す
い
）

（
広
域
連
携
）

第
36
条
　
町
は
、
共
通
す
る
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
他
の
地
方
公
共
団
体
、
国
及

び
そ
の
他
の
機
関
と
互
い
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
と
既
存

の
条
例
等
と
の
整
合
性
確
認

県立奈良大学と地域づくりなどの包括連携
協定を締結
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上牧町協働のまちづくり公募型補助金事業
実績報告

昨年度に補助対象となった団体から事業の実績報告があり、上牧
町公募型補助金審査判定委員会による評価並びに成果検証の結
果、全ての採択事業が評価できるものであると認められました。

【団 体 名】　特定非営利活動法人　楽しいまちづくりの会
【事業内容】　
　◆実施時期　平成 27年 6月～平成28年 3月
　◆事業内容
　　・シンポジウム…… 平成2 8年 2月 1 3日開催
　　　　　　　　　　　参加人員：65名
　　　　　　　　　　　 基調講演（柳原崇男さん　近畿

大学理工学部講師）、パネラー
（上牧町長ほか 5名）

　　・ワークショップ… 平成2 8年 3月 1 9日開催
　　　　　　　　　　　参加人員：23名
　　・まち歩き………… 参加人員　12名
　　　　　　　　　　　実施場所：役場周辺
【事業による成果など】
　①　まち歩きを実施し、まちの状況や現況を把握した。
　② 　町民へのバリアフリーアンケートを実施し、町民
のバリアフリー化に関するニーズなどを把握した。

　③ 　それらの結果を踏まえ、行政職員・町長を交えた

【団 体 名】　災害避難所開設訓練実行委員会
【事業内容】
　◆実施時期……平成 27年 10月 24日、25日
　◆場　　所……上牧町立第３小学校　体育館及び運動場
　◆参加人員……子ども（小学生）39名、大人 50名、
　　　　　　　　中学生３名
　◆主な内容…… 避難所での寝泊り、炊き出し、ロープ

の結び方、救助ゲーム、負傷者運搬、
水消火器、ＡＥＤ、消防自動車放水見
学など、避難所の開設及び防災の基礎
知識・技術の習得

【事業による成果など】　　
　・ 今回の事業では、特に消防団、民生児童委員、ＰＴ
Ａなど関連する地域の団体、そのほかボランティア
のみなさんと協働して取り組み、地域の絆をいっそ
う深め、共通の防災意識を確認することができた。

　・ 避難所として、第３小学校の体育館は安心して供用
できることを確認した。

シンポジウムを開催し、行政や町民と課題の共有を
図った。

　　 　特に今回のシンポジウムでは、交通安全や地域の
助け合い活動など様々なまちづくりの課題について
話し合うことができた。今後は、行政と協働して、
住民が住みやすい町をどのようにしてつくり上げて
いくかというプロセスのなかで、その一つとしてバ
リアフリーを位置づけ、それを進めていける仕組み
を構築していくことが重要であると考える。

【事業に要した経費の総合計】
　　６０８，９０６円
【補助対象経費の合計】　
　　６０８，９０６円
【補助金額】　　　　　　
　　３００，０００円

　・ 子どもたちが真剣に取り組んでいる姿は例年通りで
あった。防災の話や救出資機材やＡＥＤの取り扱い、
テント張りなど友達と協力して助け合って取り組ん
でもらえたことで、将来の地域の担い手が育成され
たものと考える。

【事業に要した経費の総合計】
　　１８６，６７０円
【補助対象経費の合計】
　　１８６，６７０円
【補助金額】
　　　９３，３３５円

●まちづくりに係わる支援事業

●災害避難所開設訓練・子どもサバイバルキャンプ事業
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町
民
ひ
ろ
ば

特
集

MOSAIC PLAZA

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

町民町民
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

Chomin Hiroba

　
被
災
者
支
援
の
た
め
の
義
援
金
箱
を
次

の
と
お
り
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

▼
設
置
場
所
　
　

《
上
牧
町
役
場
１
階
住
民
課
窓
口
》

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

で
。
閉
庁
日
は
、
土
・
日
・
祝
日
で
す
。

《
上
牧
町
役
場
片
岡
台
出
張
所
》

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

　
閉
庁
日
は
、
土
・
日
・
祝
日
で
す
。

《
上
牧
町
立
中
央
公
民
館
》

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
。
休
館
日
は
月
曜
日
で
す
。
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
の
火
曜
日
が
休

館
日
と
な
り
ま
す
。

《
２
０
０
０
年
会
館
》　

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

で
。

◎
5
月
17
日
ま
で
に
皆
様
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
総
額
3
5
7
，

8
0
3
円
は
、
第
1
回
送
金
分
と
し
て

5
月
18
日
付
で
、
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県

支
部
に
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
問
合
先
　
総
務
課
　
安
全
安
心
係

　
　
　
　
　
役
場
内
線
２
２
８
番

　
第
26
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲(

4
月

29
日
発
令)

に
、上
牧
町
か
ら
松
下
千
秋
さ

ん
と
、川
手
尚
年
さ
ん
が
と
も
に
警
察
功

労
と
し
て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。お
二
人
は

人
々
の
安
全
と
平
穏
を
守
る
警
察
官
と
し

て
、長
年
に
わ
た
り
危
険
性
の
高
い
業
務

に
精
励
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
こ
の
た
び
の

栄
え
あ
る
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
瑞
宝
双
光
章

　
松
下
千
秋
さ
ん(

警
察
功
労)

　
瑞
宝
単
光
章

　
川
手
尚
年
さ
ん(

警
察
功
労)

　
閣
僚
ら
が
地
域
に
赴
き
、テ
ー
マ
を
決

め
て
現
場
の
生
の
声
を
聞
い
て
、政
策
に

生
か
す
と
と
も
に
、重
要
政
策
に
つ
い
て

説
明
す
る
「
車
座
ふ
る
さ
と
ト
ー
クin

奈
良
」が
5
月
14
日
、桜
ヶ
丘
老
人
憩
の
家

で
開
か
れ
、河
野
国
家
公
安
委
員
長
と
、西

大
和
6
自
治
会
連
絡
会
役
員
、学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
10
人
が
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。意
見
交
換
で
は
、青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
の
維
持
費
に
つ
い
て
な
ど
の
意

見
が
出
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
意
見
を
聞
い
て
河
野
国
家

公
安
委
員
長
は
、

◎
防
犯
と
防
災
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、東

日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
に
お
い
て
も
、

日
頃
か
ら
地
域
に
お
け
る
防
犯
な
ど
の
活

動
が
盛
ん
な
地
域
は
、避
難
所
の
運
営
が

ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
。今
の
活
動
は
何
か

あ
っ
た
と
き
に
必
ず
役
立
つ
も
の
で
あ
る

た
め
、継
続
し
て
も
ら
い
た
い
。

◎
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
高
齢
化
や

資
金
不
足
な
ど
、ど
の
団
体
も
同
じ
悩
み

を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
解
決
策

を
町
、県
、国
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
熊
本
地
震
に
対
す

る
義
援
金
の
受
付

ご
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

河
野
国
家
公
安
委
員
長

桜
ヶ
丘
で
意
見
交
換

町
民
ひ
ろ
ば

河野国家公安委員長（前列中央）と参加されたみなさん

川手尚年さん

防犯ポスターを手に意見交換される河野国家公安委員長
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町民ひろば町民ひろば
Chomin Hiroba

　
上
牧
中
学
校
で
は
毎
年
、
生
徒
会
役
員

に
よ
る
募
金
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
か

た
に
向
け
、
街
頭
や
生
徒
た
ち
の
お
こ
づ

か
い
の
な
か
か
ら
集
め
た
募
金
を
生
徒
会

長
の
國
志
隆
朗
さ
ん
が
代
表
し
て
役
場
へ

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
國
志
さ
ん
は
、「
い
ち
早
く
復
興
に
向

か
っ
て
元
気
な
人
が
増
え
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
募
金
、
１
０
９
，
６
０
６
円

は
義
援
金
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
、
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
４
月
10
日
、
健
康
上
牧
21
計
画
推
進
事

業
の
成
人
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
さ
さ
ゆ
り

ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
総

勢
92
名
が
参
加
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶

好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
り
ま
し

た
。久
し
ぶ
り
の
さ
さ
ゆ
り
ウ
ォ
ー
ク
に
、

「
待
っ
て
い
た
よ
！
」
と
い
う
嬉
し
い
声

や
「
町
内
に
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
い
場

所
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
参
加
し
て
よ
か
っ

た
」
と
話
さ
れ
る
か
た
も
。

　
こ
れ
か
ら
の
最
適
な
季
節
に
、
さ
さ
ゆ

り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課

　
　
☎
79
―
２
０
２
０

　
上
牧
第
二
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
生
徒
７
名
が
、
４
月
６
日
、
ク
ラ
ブ

活
動
後
の
帰
宅
途
中
、
自
転
車
に
乗
っ
た

女
性
が
転
倒
し
た
の
を
目
撃
。
膝
か
ら
出

血
し
て
い
た
た
め
、
タ
オ
ル
で
止
血
し
、

近
く
の
店
に
１
１
９
番
通
報
を
依
頼
。
負

傷
者
救
護
を
行
い
ま
し
た
。

３
年
生
　
山
中
康
平
さ
ん

　
　
　
　
田
上
智
也
さ
ん

　
　
　
　
宮
崎
翔
平
さ
ん

２
年
生
　
桑
野
誠
也
さ
ん

　
　
　
　
猪
川
聖
太
さ
ん

　
　
　
　
椎
木
敢
大
さ
ん

　
　
　
　
丸
山
晃
汰
さ
ん

上
牧
中
学
校
生
徒
の
思
い

　
届
け
、
熊
本
へ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
も
う
!!

上
牧
第
二
中
学
校
生
徒
が

負
傷
者
救
護

　
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
と
、「
減

災
」
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
視
さ
れ
る
な

か
、
下
牧
自
治
会
で
は
４
月
17
日
、「
家

庭
内
で
で
き
る
防
災
準
備
」
と
題
し
て
、

元
大
阪
府
警
察
官
で
、
退
職
後
は
東
日
本

大
震
災
な
ど
で
被
災
者
救
援
に
あ
た
ら
れ

た
防
災
士
の
村
山
央
さ
ん
に
よ
る
「
地
震

や
雷
な
ど
自
然
災
害
発
生
時
の
身
の
守
り

か
た
」
な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、

お
よ
そ
１
０
０
人
が
参
加
。
村
山
氏
は
、

「
ま
ず
、
自
分
の
い
の
ち
を
守
る
行
動
と
、

け
が
を
し
な
い
よ
う
、
身
を
守
る
こ
と
が

大
切
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

家
庭
内
で
で
き
る
防
災
準
備

　
　
　
下
牧
自
治
会
で
防
災
講
習

桜の下を軽快に歩く参加者のみなさん

講演される村山さん（下牧文化会館）

募金箱を今中町長に手渡す生徒会長の國志さん（左から4人目）

松浦教育長に救護の報告をする部員のみなさん
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特
集

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

町
民
ひ
ろ
ば

MOSAIC PLAZA

MOSAIC
PLAZA
モ
ザ
イ
ク

プ
ラ
ザ

知る･募る･語る
児
童
手
当
現
況
届
は
６
月
１

日
か
ら
30
日
ま
で
に
提
出
を

　
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
な
ど
を
受
け

る
に
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
状
況
を
把

握
し
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
な
ど
を

引
き
続
き
受
け
る
要
件（
児
童
の
監
督
や

保
護
、
生
計
同
一
関
係
な
ど
）を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
６
月

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

添
付
書
類
　
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保

険
者
証
の
写
し（
受
給
者
が
会
社
員
な

ど
）・
平
成
28
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書（
本
年
１
月
１
日
に
上
牧
町
に
住

所
が
な
か
っ
た
か
た
）

▼ 

支
給
対
象
　
中
学
卒
業
ま
で（
15
歳
の

誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た

▼
支
給
額
　

　
３
歳
未
満 

一
律
１
５
，
０
０
０
円

　
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

 

１
０
，
０
０
０
円

 

（
第
三
子
以
降
は
１
５
，
０
０
０
円
）

　
中
学
生 

一
律
１
０
，
０
０
０
円

※ 

児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
の
所
得
が

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
特

例
給
付
と
し
て
月
額
一
律
５
，
０
０
０

円
を
支
給
し
ま
す
。

※ 

「
第
三
子
以
降
」
と
は
、
高
校
卒
業
ま

で（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
）の
養
育
し
て
い
る
児
童
の

う
ち
、
３
番
目
以
降
を
い
い
ま
す
。

▼ 

支
給
時
期
　
原
則
と
し
て
、毎
年
６
月
、

10
月
、
２
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
ま

で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

※ 

保
育
料
や
、
申
し
出
が
あ
っ
た
か
た
に

つ
い
て
の
学
校
給
食
費
な
ど
を
、
市
区

町
村
が
児
童
手
当
な
ど
か
ら
徴
収
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

※ 

次
の
①
か
ら
④
に
該
当
す
る
と
き
は
、

福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

① 

児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
支
給
対
象
と
な
る
児
童
が
い

な
く
な
っ
た
と
き

② 

同
じ
市
区
町
村
の
中
で
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
や
、
養
育
し
て
い
る
児
童
の
住

所
が
変
わ
っ
た
と
き

③ 

受
給
者
の
か
た
や
養
育
し
て
い
る
児
童

の
名
前
が
変
わ
っ
た
と
き

④ 

国
内
で
児
童
を
養
育
し
て
い
る
者
と
し

て
、海
外
に
住
ん
で
い
る
父
母
か
ら「
父

母
指
定
者
」
の
指
定
を
受
け
る
と
き

▼
提
出
先
　
福
祉
課
・
片
岡
台
出
張
所
　

▼
問
合
先
　
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
１
４
２
番

上
牧
町
議
会
第
２
回
定
例
会
は

６
月
６
日
開
催
予
定

　
第
２
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月

６
日（
月
）の
午
前
10
時
か
ら
開
催
予
定
で

す
。
日
程
に
つ
い
て
は
、
６
月
２
日（
木
）

午
前
10
時
開
催
予
定
の
議
会
運
営
委
員
会

で
決
ま
り
ま
す
。

▼
問
合
先
　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
３
０
４
番

上
牧
元
気
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　
最
近
、
足
、
腰
の
筋
力
が
衰
え
、
転
ば

な
い
け
ど
つ
ま
ず
き
や
す
く
な
っ
た
と
い

う
か
た
は
い
ま
せ
ん
か
。
理
学
療
法
士
の

指
導
の
も
と
、
下
半
身
の
筋
力
を
鍛
え
て

よ
り
元
気
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼ 

と
　
き
　
７
月
７
日（
木
）か
ら
９
月
15

日（
木
）ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
全
10
回
・

午
前
10
時
30
分
か
ら
12
時
30
分
ま
で

※
た
だ
し
、
８
月
11
日
は
除
く
。

▼ 

と
こ
ろ
　
西
大
和
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院

▼ 

持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
筆
記

用
具
、
お
茶
か
水

▼ 

定
　
員
　
先
着
15
名

▼ 

申
込
方
法
　
6
月
10
日
（
金
）
か
ら
生

き
活
き
対
策
課
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

心
疾
患
や
急
性
期
の
病
気
な
ど
で
、
主

治
医
に
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
る
か
た

や
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

昨
年
度
に
参
加
さ
れ
た
か
た
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。

※ 

教
室
参
加
人
数
が
４
人
以
下
の
場
合
は

教
室
を
実
施
し
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課
　

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

扶養
親族等
の数

所得制限
限度額
（万円）

収入額の
目　　安
（万円）

０人 ６２２．０ ８３３．３

１人 ６６０．０ ８７５．６

２人 ６９８．０ ９１７．８

３人 ７３６．０ ９６０．０

４人 ７７４．０ １００２．１

５人 ８１２．０ １０４２．１
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健
康
も
　
楽
し
い
食
事
も
　

い
い
歯
か
ら

　
６
月
４
日（
土
）か
ら
10
日（
金
）は
『
歯

と
口
の
健
康
週
間
』
で
す
。

生
き
る
力
を
支
え
る
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進

　
〜
生
涯
を
通
じ
た
８
０
２
０
運
動
の
新

た
な
展
開
〜

　
全
身
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
歯
と
口

に
よ
い
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

１ 

．
正
し
い
歯
み
が
き
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う

２ 

．
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

３ 

．
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

※ 

上
牧
町
で
は
40
歳
か
ら
70
歳
の
か
た
・

妊
娠
し
て
い
る
か
た
に
無
料
で
歯
周
疾

患
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

　
歯
周
疾
患
検
診
の
対
象
で
な
い
か
た
も
、

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
を
も
ち
定
期
的
に

歯
科
検
診
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課
　

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０

後
期
高
齢
者
対
象
の
「
お
口
の
健
康

診
査
」
口
腔
健
診
を
実
施
し
ま
す

　
高
齢
者
の
健
康
を
保
持
・
増
進
し
、
生

活
の
質
の
向
上
を
図
り
、
健
康
寿
命
の
延

伸
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼ 

と
　
き
　
６
月
１
日（
水
）か
ら
11
月
30

日（
水
）ま
で

▼ 

対
象
者
　
75
・
80
・
85
歳（
本
年
４
月

１
日
現
在
）の
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者

▼ 

実
施
機
関
　
一
般
社
団
法
人
奈
良
県
歯

科
医
師
会
に
属
す
る
奈
良
県
の
歯
科
医

療
機
関

※ 

町
内
歯
科
医
院
は
す
べ
て
受
診
可
能
で

す
。
町
外
で
受
診
希
望
の
か
た
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
費
　
用
　
無
料

▼ 
申
込
方
法
　
歯
科
医
院
へ
電
話
な
ど
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。受
診
日
当
日
、

受
診
券（
は
が
き
）と
被
保
険
者
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

受
診
券（
は
が
き
）は
、
５
月
下
旬
に
広

域
連
合
か
ら
健
診
対
象
の
被
保
険
者
の

か
た
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼ 

問
合
先
　
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
業
課
　
☎
０
７
４
４
―
29
―

８
４
３
０

子
ど
も
体
験
学
習
開
催

　「
身
近
に
あ
る
物
で
遊
び
グ
ッ
ズ
を

作
っ
て
楽
し
く
遊
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

小
学
３
・
４
年
生
を
対
象
に
し
た
子
ど
も

体
験
学
習
を
開
催
し
ま
す
。

　
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
て
風
車
を
作
っ
た

り
、
紙
皿
を
加
工
し
て
皿
回
し
の
皿
を
作

り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
作
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼ 

と
　
き
　
６
月
25
日（
土
）　
午
前
９
時

30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

▼ 

と
こ
ろ
　
役
場
庁
舎
西
館
　
３
階
集
会
室

▼
対
　
象
　
町
内
の
小
学
３
・
４
年
生

▼ 

内
　
容
　
皿
回
し
に
挑
戦
・
く
る
く
る

ス
ト
ロ
ー
風
車
　
ほ
か

▼
定
　
員
　
先
着
30
名

▼
費
　
用
　
無
料

▼ 

申
込
方
法
　
６
月
13
日（
月
）か
ら
の
平
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
社
会

教
育
課
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※ 

教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
の
参
加
と

な
り
ま
す
。

▼
問
合
先
　
社
会
教
育
課
　

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
５
１
３
番

歴
史
を
学
ぶ
講
座
開
講

　
古
墳
時
代
か
ら
飛
鳥
時
代
に
か
け
て
の

歴
史
に
つ
い
て
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
前
半
の
第
１
回
か
ら
第
４
回
は
、
飛
鳥

時
代
に
焦
点
を
当
て
、
蘇
我
氏
・
物
部
氏

の
権
力
争
い
に
は
じ
ま
り
、
聖
徳
太
子
の

生
涯
か
ら
大
化
の
改
新
へ
と
作
家
目
線
で

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
後
半
の
第
５
回
か
ら
第
９
回
は
、
古
墳

時
代
に
つ
い
て
、
上
牧
久
渡
古
墳
群
の
発

掘
調
査
報
告
や
松
里
園
古
墳
群
と
馬
見
古

墳
群
の
関
連
に
つ
い
て
の
講
演
、
ま
た
上

牧
町
内
の
遺
跡
見
学
も
行
う
予
定
で
す
。

▼ 

と
　
き
　
第
１
回
　
６
月
16
日（
木
）　

午
後
２
時
か
ら
２
時
間
程
度

　
毎
月
第
３
木
曜
日
　
年
間
９
回
開
講

▼ 

と
こ
ろ
　
役
場
庁
舎
西
館
　
３
階
集
会
室

▼
内
　
容

　
演
題
　「
蘇
我
氏
の
権
力
基
盤
づ
く
り
」

毎
回
、広
報
か
ん
ま
き
に
て
案
内
し
ま
す
。

▼ 

講
　
師
　（
第
１
回
か
ら
４
回
）金
井
貴

一
さ
ん（
作
家
・
桜
ヶ
丘
在
住
）、（
第
５

回
か
ら
９
回
関
川
尚
功（
教
育
委
員
会

文
化
財
専
門
員
）

▼
対
　
象
　
町
内
在
住
の
か
た

▼
定
　
員
　
先
着
80
名

▼
費
　
用
　
無
料

▼ 

申
込
方
法
　
６
月
６
日（
月
）か
ら
14
日

（
火
）ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
に
社
会
教
育
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
付
可
。

▼
問
合
先
　
社
会
教
育
課
　

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
５
１
６
番

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
76
―
１
１
９
９
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MOSAIC PLAZA

た
の
居
場
所
は
あ
り
ま
す
か
？
　
〜
認
め

よ
う
生
き
方
の
自
由
な
選
択
〜
」を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
す
。申
込
不
要
。入
場
無
料

▼ 

と
　
き
　
６
月
30
日（
木
）か
ら
７
月
３
日

（
日
）　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

※ 

た
だ
し
、
６
月
30
日（
木
）は
記
念
講
演
の

開
催
に
つ
き
、
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

▼ 

と
こ
ろ
　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー（
奈

良
市
東
向
南
町
６
番
地
）

▼
内
　
容
　

《
記
念
講
演
》
弁
護
士
の
佐
々
木
育
子
さ
ん

を
お
招
き
し
、
法
律
の
中
の
男
女
差
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

問
合
先
　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
　

企
画
運
営
係
　
☎
０
７
４
２
―
27
―

２
３
０
０

文
化
協
会
作
品
発
表
会

　
上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
役
場
で
作
品
の
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

中
央
公
民
館
　
６
月
10
日（
金
）か
ら
７

月
15
日（
金
）ま
で

・ 

ふ
た
か
み
俳
句
ク
ラ
ブ（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・ 

着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
ク
ラ
ブ（
陳
列
ケ
ー
ス
）

▼ 

役
場
　
５
月
９
日（
月
）か
ら
７
月
１
日（
金
）ま
で

・
上
牧
写
真
ク
ラ
ブ

　
各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
人
権
１
１
０
番

　
い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・
児
童
虐
待
な
ど
の

子
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員

が
秘
密
厳
守
で
無
料
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼ 

と
　
き
　
６
月
27
日（
月
）か
ら
７
月
１

日（
金
）の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７

時
ま
で
と
、７
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼ 

対
　
象
　
県
内
在
住
の
児
童
・
生
徒
お

よ
び
そ
の
保
護
者

▼
電
話
番
号

　
全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
０
１
２
０
― 

０
０
７
― 

１
１
０

　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
可
。
一
部
の

Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可
。

▼ 

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務

局
職
員

▼ 

問
合
先
　
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
　
☎
０
７
４
２
―
23 

―
５
４
５
７

な
ら
男
女
共
同
参
画
週
間

イ
ベ
ン
ト
２
０
１
６

　
男
女
共
同
参
画
週
間（
６
月
23
日
か
ら
29

日
）に
ち
な
み
、県
民
の
多
角
的
な
理
解
促

進
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
目
的
に
、「
あ
な

は
中
央
公
民
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
中
央
公
民
館
　

　
　
　
　
　
☎
76
―
３
６
１
０

産
科
が
再
開
し
て
い
ま
す

　
奈
良
県
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

産
科
が
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
か
ら
産
科
が
再
開
し
て
お

り
、
安
全
で
安
心
し
て
出
産
が
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

問
合
先
　
奈
良
県
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー

医
事
課
　
☎
32
―
０
５
０
５（
内
線

２
１
０
２
・
２
１
０
３
）

上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
の
新
規
指
定

　
上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

次
の
業
者
を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

▼
新
規
指
定

★
カ
ワ
ム
ラ
工
業

　
奈
良
市
法
華
寺
町
２
０
０
―
１
　
ヴ
ェ

ル
ド
ミ
ー
ル
Ｂ
―
１
０
２

　
☎
０
７
４
２
―
33
―
３
２
１
０

★
株
式
会
社
　
サ
ン
・
エ
ス

　
奈
良
市
法
華
寺
町
１
２
７
３
番
地

　
☎
０
７
４
２
―
34
―
６
２
０
１

★
近
畿
総
合
建
築
株
式
会
社

　
大
和
高
田
市
南
今
里
町
12
番
17
号

　
☎
０
７
４
４
―
23
―
２
２
５
０

▼
問
合
先
　
上
下
水
道
課（
上
水
道
係
）

　
　
　
　
　
☎
76
―
４
５
９
９

民
事
介
入
暴
力
出
張
相
談
所
開
設

　
暴
力
団
被
害
の
泣
き
寝
入
り
防
止
と
潜
在

化
し
て
い
る
暴
力
団
被
害
の
掘
り
起
こ
し
を

目
的
と
し
て
、（
公
財
）奈
良
県
暴
力
団
追
放

セ
ン
タ
ー
で
は
「
民
事
介
入
暴
力
出
張
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼ 

と
　
き
　
６
月
30
日（
木
）　
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で

▼ 

と
こ
ろ
　
イ
オ
ン
西
大
和
店

▼ 

相
談
員
　
弁
護
士
・
暴
力
追
放
相
談
員
・

西
和
警
察
署
員
・
暴
力
団
追
放
県
民
セ

ン
タ
ー
職
員
な
ど

▼ 

問
合
先
　
西
和
警
察
署
　
刑
事
課
組
織

犯
係
　
☎
72
―
０
１
１
０

お
知
ら
せ

　
広
報
か
ん
ま
き
６
月
号
で
、６
月
13
日
以

降
に
開
催
予
定
の
「
上
牧
町
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」の
日
程
を
掲
載
す
る
予
定
で
し

た
が
、日
程
確
保
の
都
合
に
よ
り
７
月
号
で

お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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募
　
集

募
　
集

上
牧
町
臨
時
職
員
募
集

　
町
内
小
・
中
学
校
で
の
給
食
調
理
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼ 

職
務
内
容
　
町
内
小
・
中
学
校
の
給
食

調
理
な
ど

▼
募
集
人
員
　
１
名

▼ 

申
込
資
格
　
調
理
師
免
許
証
を
持
っ
た
か
た

（
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
採
用
期
間
　
９
月
１
日（
木
）か
ら

（
勤
務
状
況
が
良
好
な
場
合
、
６
か
月

毎
の
期
間
で
更
新
有
）

▼
賃
　
金
　
１
時
間
あ
た
り
　
８
０
０
円

▼ 

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
か
ら
午
後
３
時

45
分
ま
で
（
う
ち
７
時
間
勤
務
）

▼
勤
務
場
所
　
町
内
の
小
・
中
学
校

▼ 

休
　
日
　
土
日
祝
日
、
学
校
が
休
み
の

期
間
と
給
食
が
な
い
日

▼ 

申
込
期
間
　
６
月
13
日（
月
）か
ら
24
日（
金
）

の
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼ 

申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
に
記
入
の
う
え
、
調
理
師
免
許
証

の
写
し
と
と
も
に
教
育
総
務
課
に
持
参

か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

　
後
日
面
接
の
う
え
、
採
用
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先
　
教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
１
５
３
番

広告

訂
正
し
て
、
お
わ
び
し
ま
す

５
月
号
広
報

▼ 

７
頁
　『
平
成
28
年
度
の
主
な
事
業
』

「
町
内
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
・
・

２
，
９
６
８
万
円
」
と
あ
る
の
は
、

「
町
内
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
・
・

２
９
６
万
８
千
円
」
の
誤
り
で
し
た
。

▼ 

13
頁
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
一
覧
「
上
牧

町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」と
あ
る
の
は
、

「
上
牧
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
誤

り
で
し
た
。

奈
良
県
高
齢
者
美
術
展

出
品
作
品
募
集

　
第
45
回
奈
良
県
高
齢
者
美
術
展
が
奈
良

県
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で

出
品
さ
れ
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

と
　
き
　
９
月
２
日（
金
）か
ら
７
日

（
水
）　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
９
月
５
日（
月
）は
休
館
日
で
す
。

▼ 

出
品
部
門
　
日
本
画
・
洋
画
・
書
・
工

芸
・
手
芸
・
写
真
の
６
部
門

▼ 

資
　
格
　
町
内
在
住
で
昭
和
33
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
か
た

▼ 

作
　
品
　
出
品
者
に
よ
り
創
作
さ
れ
た

も
の
で
、
１
部
門
に
つ
き
１
人
２
点
ま

で
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

▼ 

出
品
料
　
１
点
　
１
，
０
０
０
円（
振

込
手
数
料
を
除
く
）

▼ 

申
込
方
法
　
出
品
料
を
所
定
の
口
座
に
振

り
込
み
、
生
き
活
き
対
策
課
で
出
品
申
込

書
を
記
入
し
、
振
込
票
を
添
え
て
７
月
１

日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

振
込
先
　
南
都
銀
行
　
神
宮
前
支
店

　
普
通
　
２
０
７
５
７
７
５
　

　 
奈
良
県
社
会
福
祉
協
議
会
す
こ
や
か
長

寿
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
　
ヤ
マ
ダ
　

キ
ョ
ウ
コ

▼ 

問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課
　

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
教
室
　
〜
５
歳

若
返
る
運
動
教
室
〜
参
加
者
募
集

　
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
過
ご
す
た
め
に

は
運
動
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。
若
い
時
に
運

動
し
て
い
た
か
た
で
も
、
年
齢
を
重
ね
る

と
徐
々
に
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
き
ま

す
。年
齢
に
応
じ
た
運
動
の
方
法
を
学
び
、

続
け
ら
れ
る
運
動
を
身
に
つ
け
、
５
歳
若

返
り
ま
し
ょ
う
。

▼ 

と
　
き
　
６
月
30
日（
木
）か
ら
12
月
15

日（
木
）ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、全
22
回
・

午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

※ 
た
だ
し
、８
月
11
日
、11
月
３
日
は
除
く
。

▼ 

と
こ
ろ
　
２
０
０
０
年
会
館
　
機
能
訓
練
室

▼ 

対
象
者
　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
か

た
で
、
運
動
に
支
障
が
あ
る
心
疾
患
な

ど
の
治
療
中
で
な
い
か
た

▼
定
　
員
　
先
着
15
名

※ 

た
だ
し
、
申
し
込
み
が
８
名
に
満
た
な

い
場
合
は
教
室
を
開
催
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
定
員
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
申
し

込
み
が
定
員
を
上
回
る
場
合
、
昨
年
度

参
加
の
か
た
に
は
ご
辞
退
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
方
法
　
６
月
９
日（
木
）か
ら
23
日

（
木
）ま
で
の
間
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０
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教　室　名　簿 対　象　者 開　催　日 場　　　所 参加費

陸 上 教 室 小・中学生 毎週日曜日
9時から 11時 上 牧 中 学 校 校 庭 1回 2 5 0円

フ ッ ト サ ル 教 室 全 般 毎週木曜日
19時から 21時 上 牧 第 二 中 学 校 1回 2 5 0円

ヨ ガ 教 室
（ 健 康 体 操 ） 高校生以上 毎週月曜日

14時から 16時
上 牧 町 ア ピ タ
さ さ ゆ り ル ー ム 1回 5 0 0円

ヒ ッ プ ホ ッ プ
ダ ン ス 教 室 Ⅰ 小学生低学年 毎週木曜日

17時から 19時 上牧第二町民体育館 1回 500円

ヒ ッ プ ホ ッ プ
ダ ン ス 教 室 Ⅱ 小学生高学年以上 毎週木曜日

19時から 21時
上 牧 第 二 中 学 校
武 道 場 1回 5 0 0円

ピ ン ポ ン 教 室 全 般 毎週木曜日
19時から 21時 上 牧 第 二 中 学 校 1回 2 5 0円

KID’s ダ ン ス 教 室 幼 児 第 1・3日曜日
10時半から 12時

ペ ガ サ ス ホ ー ル
小 ホ ー ル 1回 2 5 0円

ト ラ ン ポ ビ ク ス 教 室 高校生以上 毎週金曜日
18時から 20時 上 牧 第 3 小 学 校 1回 2 5 0円

バ ド ミ ン ト ン 教 室 全 般 毎週土曜日
9時から 11時 上牧第二町民体育館 1回 250円

MOSAIC PLAZA

広告

広告の問い合わせは　上牧町役場政策調整課　☎ 0745･76･1001

里 風 総 合 型 ク ラ ブ 上 牧

▶参加費　月締めで、翌月１か月分を請求させていただきます。
▶年会費　入会時にお支払いください。（スポーツ安全保険料を含む）
　　　　　中学生まで　５, ０００円・高校生以上　６, ０００円・シニア（65歳以上）  ５, ０００円
▶問合先　里風総合型クラブ上牧　瀧澤☎０８０―３８５８―１７００・鎌野☎０８０―４９７８―２３０９

　里風総合型クラブ上牧ではさまざまな教室を開催しています。体験・見学は随時行っています。
　来月は短期水泳教室の案内も予定しています。みなさん、一緒にスポーツを楽しみましょう！
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　日本におけるがんの死亡者数は年々増え、総死

亡の約 3割を占めています。がんは高齢者に多い

病気ですが、がんにかかる人の約 3割は 40歳から

64歳の現役世代です。

　「まだ若いから大丈夫」「気になる症状がないから

大丈夫」と思っていても、早期のがんは自覚症状が

出ないことが多いため油断は禁物です。また、医療

の進歩により、早期発見・早期治療を受けることで

がんを治すことができるようになってきました。

　平成 26年度のがん検診受診率は、奈良県全体と

比較すると上牧町は特に大腸がん、子宮頸がんの受

診率が低いという結果でした。それ以外のがん検診

の受診率も低い傾向にあります。

平成 26年度のがん検診受診率（％）

　また、死因別の死亡割合比較を見てみると、奈良

県全体と比較して女性では肝がん・心疾患、男性で

は肺炎・糖尿病で亡くなるかたが多くなっています。

（表 2・表 3参照）

　上牧町では、6月から大腸がん検診と肝炎ウイル

ス検診が始まります。あなたの健康を守るためにも

１年に１度の検診を受診し、身体のことを見つめな

おしてみましょう！

〈大腸がん検診（個別）〉

対　　象： 40 歳以上のかた ( 昭和 52 年３月 31 日

以前に生まれたかた）

内　　容： ２日間採便法

費　　用： １, ０００円　75歳以上のかたは５００

円

実施期間： ６月１日（水）から 11月 30日（水）まで

〈肝炎ウイルス検診（個別）〉

対　　象： 今年度中に 40 歳になられるかたと満

41 歳以上のかたで過去にＢ・C型肝炎

ウイルス検診を受けたことがないかた、

また過去の特定健康診査やその他の健康

診断で肝機能の異常が見つかったかた。

費　　用： ５００円　75歳以上のかたは２５０円

実施期間： ６月１日（水）から 11月 30日（水）まで

※ 大腸がん、肝炎ウイルス検診は町内指定医療機関

で受診できます。

　

　個別検診を受ける場合、問診票を保健福祉セン

ター (2000 年会館内 ) か片岡台出張所で受け取り、

実施医療機関を確認のうえ、受診してください。(肝

炎ウイルス検診受診票は保健福祉センターのみでの

発行となります )

　生活保護世帯は無料です。事前に生き活き対策課

へお問い合わせください。

〜
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜

元気 講座

表 2　2009 年～ 2013 年の死因別死亡割合比較（女性）　　　表 3　2009 年～ 2013 年の死因別死亡割合比較（男性）

胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん 子宮頸がん

上牧町 4.1 5.0 8.2 19.2 14.8

奈良県 6.6 7.9 19.8 20.8 21.1
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★乳児相談
と　き：６月７日（火）
　　　　 午後１時 30 分から３時

まで受付
対象者： １歳になるまでの乳児と

保護者
内　容： 計測、相談（育児・発達・離

乳食など）午後２時から２
時15分は交流会を行いま
す（ふれあい遊び、保護者
の交流）。交流会の時間は、
計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：６月 24日（金）
　　　　 午前９時から 11 時 30

分まで受付
対象者： １歳から就学前までの幼

児と保護者
内　容： 計測、相談（食事・子育

てなど）
持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：６月 24日（金）【要予約】
　　　　 午前９時から 11 時 30

分までと午後１時 30 分
から４時まで受付

内　容： 糖尿病・高血圧・高脂血症・
　　　　 禁煙・生活習慣を改善し

たいかたなど、何でもお
気軽にご相談ください。

★ささゆりルーム相談日
乳幼児・成人健康相談
と　き： ６月 14日（火）
　　　　 午前 10 時から 11 時 30

分まで受付
　　　：６月 24日（金）
　　　　 午後１時 30 分から３時

まで受付
内　容： （乳幼児）計測・育児や発

達についてなど
　　　　 （成人）糖尿病・高血圧・

高脂血症・禁煙・生活習
慣病を改善したいなど

場　所： アピタ１階　ささゆり
ルーム

★認知症相談
と　き：６月 22日（水）
　　　　 午後 1時 30 分から３時

30分まで

相　談
ところ：相談室 1
申込方法： 電話か生■対策課窓口へ

お申込みください。当日
でも相談できますが、お
待ちいただくかもしれま
せん。ご了承ください。

対象者には個人通知します。
★乳児（３・10か月児）健康診査
３か月児
と　き：６月９日（木）
　　　： 午後１時から１時 30 分

まで受付
対象者： 平成 28 年２月８日から

３月４日生まれ
10 か月児
と　き： ６月９日（木）
　　　　時間は個人通知します
対象者： 平成 27 年７月 13 日か

ら８月９日生まれ

★１歳８か月児健康診査
と　き： ６月 15日（水）
　　　　 午後１時から１時 30 分

まで受付
対象者： 平成 26 年 10 月５日か

ら 11月５日生まれ

★３歳児健康診査
と　き： ６月 30日（木）
　　　　 午後１時から１時 30 分

まで受付
対象者： 平 成 24 年 11 月 14 日

から 12月 12日生まれ

★２歳児歯科検診
と　き： ６月 23日（木）
　　　　 午前９時から９時 30 分

まで受付
対象者： 平成 26 年１月１日から

３月５日生まれ
　　　　 受診できないかたは、満

３歳の誕生日前までな
ら、次回以降でも受診す
ることができます。

★乳がん検診（集団）［要予約］
と　き：６月 13日（月）
　①午後１時から１時 30分まで
　②午後１時 30分から２時まで
　③午後２時 30分から３時まで
　④午後３時から３時 30分まで

健康診査

検　診

　　 （①から④の中から希望の時
間を選べます）

ところ： 保健福祉センター　集団
検診室

対象者： 40 歳以上で誕生年が西
暦偶数年生まれのかた
（例：西暦１９７６年、
１９７４年…生まれ）

検査方法 ：乳がん（視触診・マン
モグラフィ）

定　員： 先着順　50名
費　用： 1,000 円（75 歳 以 上 は

500 円）
※生活保護世帯のかたは無料で
す。事前に生き活き対策課で申請
を行ってください。
申込方法： ６月２日（木）午前８時

30 分から電話か生き活
き対策課窓口でお申し込
みください。

※ 申し込み開始日で定員に達する
こともございます。

★生活保護受給者の健康診査（無料）について
対象者： 生活保護受給者で今年度

40歳以上になるかた（昭
和 52 年３月 31 日以前
に生まれたかた）

実施期間： ６月１日（水）から 11 月
30日（水）まで

実施場所：町内医療機関
健診内容： 問診、身体計測（腹囲測定

含む）、診察、血圧測定、検
尿、血液検査（血中脂質・
腎機能・肝機能・血糖）、
貧血検査、心電図検査

受診方法： 実施期間中に生き活き対
策課窓口で申請後、医療
機関に予約して受診して
ください。

★妊婦さん集まれ！【要予約】
と　き：A. ６月３日（金）
　　　　午後１時 30分から３時まで
　　　　B. ６月７日（火）
　　　　午後１時 30分から３時まで
内　容：A. 妊娠中の食事、沐浴体験
　　　　B. 助産師による安産のこつ
対象者：妊婦
持参品：母子健康手帳

教　室

ガ
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「点検商法」にご注意を！
　「点検にきました」「無料で点検します」などと言って訪問し、点検
後、「このままでは危険」「大変なことになる」などと不安をあおって
商品やサービスを契約させる「点検商法」の相談が寄せられています。
注意しましょう。

給付金の不審メールにご注意！

被害にあわないために
・ 突然の訪問には、できればドアを開けずに、インターホンやドア越しに応対しましょう。
・ 事業者には、まず、名前と要件を確認し、はっきりと答えなかったり、不審に感じたとき、必要のないと
きは、きっぱりと断りましょう。
・ 公的機関を名乗ってきたときは、その場で契約せず、部署名や名前を聞いて、その機関に確認しましょう。
・ 「無料」「今日だけ特別」「キャンペーン」などの言葉に惑わされないようにしましょう。
・ その場で決めずに、家族や信頼できる周囲の人に相談しましょう。
　※ 契約してしまっても、申込書面や契約書面を受け取った日から８日以内であれば、クーリング・オフが
できます。書面で通知するだけでよく、やめる理由は必要ありません。

　各地で給付金に関する不審メールが多発しており、住民のかたからも相談が寄せられています。給
付金の受け取りに関して、メールで連絡がくることは絶対にありません。メールを受け取った場合は、
開封せず、削除してください。

不審メールの例
　・件名「生活給付金の受給について」「生活支援金の受け取りについて」
　　　　本文「受諾 or 拒否」という文言とリンク先の表示
　・件名「年金生活給付金」
　　　　本文「受給する or 拒否する」という文言とリンク先の表示
　・件名「（空白）」
　　　　本文「給付金が入りました」という文言とリンク先の表示

事例

相談の多い商品・サービス
　屋根工事、シロアリ駆除、床下換気扇、耐震工事、浄水器（活水器、イオン整水器）、布団　

１ 　「近所で屋根工事をしていたら、お宅の瓦がずれているようで気
になって」と作業着姿の人が来た。点検してもらったら「このま
までは雨漏りする」と言われたので工事を頼んだ。後で知り合い
の大工さんに聞いてみたら、費用が高すぎることがわかった。
２ 　「水道水の検査をする」と水道局の職員のような人が来た。コッ
プに入れた水道水に試薬を入れると色が変わり、「こんな水を飲ん
でいたら体に悪い」と言われ、浄水器を勧められた。
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図書館通信
新刊
紹介

L i b r a r y  c o mm u n i c a t i o n

ロバのサイン会　●吉野万理子著／光文社
実は動物たちは人間の言葉がわかっている？TVで
人気の旅するロバ・ウサウマや様々な動物たちが語
る人間の行動は少し勝手で、けれど優しさに溢れて
います。人間と動物がともに暮らす姿を描いた連作
短編集です。

●石井妙子著／新潮社
原節子の真実

戦前から戦後の日本映画が最も華やかだった時代に一
世を風靡するも昭和37年に引退。その後、姿を隠し沈
黙を続けても人気は衰えなかった伝説の女優・原節子の
活躍当時の姿を丹念に辿った本格評伝です。

●小松由佳著／河出書房新社
オリーブの丘へ続くシリアの小道で

世界最古の文明の一つ、メソポタミア文明が誕生した土
地シリアですが、民主化運動がら始まった内戦やイスラ
ム国の台頭のための難民が増え続けています。内戦前か
ら現在までの人々の暮らしを伝えるドキュメントです。

●深光富士男著／さえら書房（児童書）
竹でつくる

竹は成長が早く加工がしやすいこともあり日用品
の材料や食材として、昔の人には欠かせない利用
価値のあるものでした。そんな竹の歴史や魅力を、
豊富な写真や絵でわかりやすく解説した本です。

6月のお話会ピーターパン 図書館カレンダー

お知らせ

●21日(火)
●25日(土)

午前10時30分から
午後２時から

休館日のお知らせ

上牧町ホームページ・図書館ページ
から蔵書検索ができます。

※本、ＡＶ資料は期限内に返却しましょう。

〈 図書館の開館時間 〉 午前９時から午後５時まで 78-9903

6日（月）から20日（月）までは蔵書点検のため休館します。
※毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
　毎月末日（休館日にあたる時はその翌日も休館）
　年末、年始（12/27～１/5）

6
（月）

～ 20
（月）

27
（月）

30
（月）

31
（火）

6月

　だんだんむし暑くなってきましたね。

衣替えの季節となり、子どもたちの制

服も夏服にチェンジしました。学校で

は今月からプールも始まり、子どもた

ちの楽しそうな声がまた聞こえてきま

すよ！ そして、今年もまもなく梅雨が

やってきます。この時期に流行するの

が食中毒。家庭でも食中毒にならない

よう、十分に注意をしましょう。

　それから、まだエアコンを入れるに

は早い・・・という微妙な時期。寝苦しい

夜に布団を蹴って、お腹が出ていませ

んか？寝冷えにも注意してくださいね。

編集後記

また、ご自宅に返却期限の過ぎている図書館の本などがありましたら、早急に返却をお願いします。

M のつぶやき

●６月５日(日)まで、本・雑誌を10冊以内とビデオ・ＣＤ１点の４週間貸出しを行っ
ています。

●貸出期限を過ぎている図書は返却してください。閉館中は、出入口横のブッ
クポストに入れてください。また、町内巡回バスでも返却できます。
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■広報「かんまき」の広告／広報「かんまき」の紙面に町の財源確保の一環
として申し込み順に有料広告を掲載しています。これらについては町が広
告主の利用を特別に推奨したり、その内容を保証するものではありません
ので、ご利用にあたってはご自身の判断でお願いします。掲載ご希望のかた
は、毎月５日までに広告案を持参のうえ、政策調整課へお申し込みください。

法律相談

上牧町主催（偶数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／2・4・6・8・10・12月の第１水曜日 午後１時30分～４時30分
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（予約制・随時予約）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／政策調整課　 役場内線261番
中南和法律相談センター（奇数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／1・3・5・7・9・11月の第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（相談日１週間前より予約受付）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／奈良弁護士会　 0742-22-2035

人権相談
●担　当／人権擁護委員
●と　き／毎月第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●内　容／人権問題全般
●問合先／福祉課　  役場内線145番

行政相談
●担　当／行政相談委員
●と　き／毎月第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●内　容／役所の仕事について全般
●問合先／政策調整課　  役場内線261番

納税相談
●担　当／徴税吏員
●と　き／毎月第２水曜日 午後1時～3時30分
●ところ／役場１階　徴収課
●定　員／申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
●内　容／町税と介護保険料、後期医療保険料について
●申込・問合先／徴収課　  役場内線125番

生活自立相談
●担　当／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター
●と　き／毎月第２木曜日 午後１時30分～４時30分(ただし、8月は4日㈭になります）
●ところ／役場１階相談室
●内　容／生活に困っている、仕事が見つからない、
 経済的にお困りのかたへの相談・支援
●問合先／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター　0120-85-1225

消費生活相談
●担　当／消費生活相談員
●と　き／毎週火曜日 午後１時～５時
 毎週木曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／上牧町役場１階相談室
●と　き／毎週月曜日 午後１時～５時
 毎週水曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／河合町役場２階相談室
 （河合町での相談もできます）
●内　容／消費生活問題全般・多重債務問題
●問合先／政策調整課　  役場内線261番
土・日・祝日に利用できる消費生活相談窓口
消費者ホットライン　
相談受付時間　午前10時～午後4時　188(局番なし）
公益社団法人　全国消費生活相談員協会　
東京　土・日　午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 03-5614-0189
大阪　日曜日 午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 06-6203-7650
公益社団法人　日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会
東京  　日曜日　午前11時～午後4時　03-6450-6631
関西分室  土曜日　午前10時～午後4時　06-4790-8110

教育相談
●担　当／学校指導主事
●と　き／毎週火曜日 午後１時30分～４時
●相　談／電話による相談 役場内線119番
●内　容／教育問題全般
●問合先／教育総務課　  役場内線119番

スクールカウンセラー教育相談
●担　当／スクールカウンセラー
●内　容／教育問題全般
●ところ／①上牧中学校
●と　き／6月14日（火）・28日（火）
 午前11時～午後５時
●申込先／上牧中学校　 76-5479

●ところ／②上牧第二中学校
●と　き／6月6日（月）・20日（月）
 午前11時～午後５時
●申込先／上牧第二中学校　 72-3700
●問合先／教育総務課　  役場内線119番
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各種相談のご案内

町の木

世帯数
男　性
女　性

9,826
10,903
12,055

（+14）
（－10）
（+  7）

合　計 22,958（－  3）

まき 町の花 ゆり

町の動き
平成28年4月末日現在

地域密着型で効率的な広告

月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまき
上牧町役場政策調整課　　0745-76-1001

●掲載料…1枠 1万円／2枠 2万円
※この見本の大きさは１枠です 高さ59mm×幅85mm

お店の広告は広報紙で

見本

上牧町は非核・平和都市宣言の町です

※（　）は前月比

広報 かんまき
2016年

6
月号

No.531


